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本
法
律
案
は
、
特
殊
法
人
等
改
革
基
本
法
に
基
づ
く
特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
の
円
滑
な
実
施
に
資
す
る
た
め
、
日
本

万
国
博
覧
会
記
念
協
会
を
解
散
し
て
独
立
行
政
法
人
日
本
万
国
博
覧
会
記
念
機
構
を
設
立
す
る
こ
と
と
し

そ
の
名
称

目
的

、

、

、

業
務
の
範
囲
等
に
関
す
る
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
総
則

１

独
立
行
政
法
人
の
名
称
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
万
国
博
覧
会
記
念
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う

）
と
す
る
。

。

２

機
構
は
、
人
類
の
進
歩
と
調
和
を
主
題
と
し
て
開
催
さ
れ
た
日
本
万
国
博
覧
会
の
跡
地
を
一
体
と
し
て
保
有
し
、
こ
れ

を
緑
に
包
ま
れ
た
文
化
公
園
と
し
て
整
備
し
、
そ
の
適
切
な
運
営
を
行
う
と
と
も
に
、
日
本
万
国
博
覧
会
記
念
基
金
を
設

け
て
こ
れ
を
管
理
す
る
等
の
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
日
本
万
国
博
覧
会
の
成
功
を
記
念
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

３

機
構
は
、
非
公
務
員
型
の
独
立
行
政
法
人
と
し
、
ま
た
、
運
営
費
交
付
金
の
交
付
を
予
定
し
な
い
独
立
採
算
型
の
独
立

行
政
法
人
と
す
る
と
と
も
に
、
主
た
る
事
務
所
を
大
阪
府
に
置
く
。

４

機
構
の
資
本
金
は
、
政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
か
ら
日
本
万
国
博
覧
会
記
念
協
会
へ
出
資
が
あ
っ
た
も
の
と
さ
れ
た
金
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額
の
合
計
額
と
す
る
。
ま
た
、
機
構
は
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
財
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
資
本
金
を
増
加
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

二
、
役
員
及
び
職
員

１

機
構
に
、
役
員
と
し
て
、
理
事
長
及
び
監
事
二
人
を
置
く
ほ
か
、
理
事
二
人
以
内
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

機
構
の
役
職
員
に
つ
き
、
刑
法
そ
の
他
の
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
、
み
な
し
公
務
員
の
取
扱
い
を
行
う
。

三
、
業
務
等

１

機
構
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行
う
。

①

日
本
万
国
博
覧
会
の
跡
地
を
緑
地
と
し
て
整
備
し
、
こ
れ
に
各
種
の
文
化
的
施
設
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

の
施
設
を
運
営
す
る
こ
と
。

②

日
本
万
国
博
覧
会
記
念
基
金
を
管
理
、
運
用
す
る
こ
と
及
び
そ
の
運
用
利
益
金
の
一
部
を
も
っ
て
日
本
万
国
博
覧
会

の
成
功
を
記
念
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
文
化
的
活
動
又
は
国
際
相
互
理
解
の
促
進
に
資
す
る
活
動
に
必
要
な
資
金
に
充
て

る
た
め
の
助
成
金
を
交
付
す
る
こ
と
。

２

機
構
は
、
１
の
①
の
業
務
に
必
要
な
費
用
に
充
て
る
た
め
、
財
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
長
期
借
入
金
を
し
、
又
は



- -3

日
本
万
国
博
覧
会
記
念
機
構
債
券
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

機
構
は
、
業
務
に
必
要
な
経
費
の
財
源
を
そ
の
運
用
に
よ
っ
て
得
る
た
め
に
日
本
万
国
博
覧
会
記
念
基
金
を
設
け
る
。

４

積
立
金
の
処
分
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

①

機
構
は
、
中
期
目
標
の
終
了
時
に
お
い
て
、
積
立
金
の
残
高
が
増
加
す
る
場
合
に
は
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
計
算
し

た
額
を
国
庫
及
び
機
構
に
出
資
し
た
地
方
公
共
団
体
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

機
構
は
、
①
の
納
付
を
し
て
も
な
お
金
額
の
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
財
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
金
額
を
、
次
の
中

期
目
標
の
期
間
に
お
け
る
業
務
の
財
源
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
一
部
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。


